










第4章 電気関連教室の現在

（前頁より続き）

平成元年度専門教育科目 平成10年工学部科目（専門科目）

授業科目名 単位数 必選等 配当学年 授業科目名 単位数 必選等 配当学年

制御工学第一 2 3前 電気電子材料概論 2 2前

制御工学第二 2 3後 物性・デバイス基礎論 2 2後

電気機器第一 2 3前 電気電子工学実験1 3 必 3前

電気機器第二 2 3後 電気電子工学実験2 3 必 3後

電力回路工学 2 3前 電気電子数学2 2 3前

発電工学 2 3後 電気電子工学数値解析及演習 2 3前

論理回路 2 3前 ＊グラフ理論 2 3後

情報理論 2 3前 電気数学1 2 3前

通信基礎論 2 3前 電気数学2 2 3後

マイクロ波工学 2 3後 電気回路 2 3前

固体電子工学 2 3前 ディジタル回路 2 3前

半導体工学 2 3後 電気計測工学2 2 3後

電気材料学第一 2 3後 自動制御工学 2 3前

真空電子工学第一 2 3後 ディジタル制御 2 3後

放電工学 2 3前 電気機器2 2 3後

プラズマ工学 2 3後 発電工学 2 3前

光工学 2 3前 放電工学 2 3後

計算機工学 2 3後 通信基礎論 2 3前

電気電子工学数値解析及演習 2 3後 情報伝送工学 2 3後

電気・電子工学研修 2 必 4前 通信ネットワ ー ク 2 3後

確率統計論 2 4前 電波工学1 2 3後

電波伝搬 2 4前 マイクロ波工学 2 3後

光通信工学 2 4前 計算機ソフトウェア 2 3前

パルス回路 2 4前 計算機システム 2 3後

電気機器第三 2 4前 ディジタル信号処理 2 3後

通信ネットワ ー ク 2 4前 固体電子工学 2 3前

情報伝送工学 2 4前 半導体工学 2 3前

計算機システム 2 4前 プラズマ工学 2 3後

計算機ソフトウェア 2 4前 真空電子工学1 2 3前

電力系統工学 2 4前 電気電子材料学 2 3後

絶縁設計工学 2 4後 光工学1 2 3前

電気材料学第二 2 4前 電気電子工学研修 2 必 4前

固体デバイス工学 2 4前 確率統計論 2 4前

真空電子工学第二 2 4前 電波工学2 2 4前

電気応用工学 2 4前 光通信工学 2 4前

照明工学 2 4後 電気機器3 2 4前

音響工学 2 4後 電力系統工学 2 4前

原子力工学 2 4前 絶縁設計工学 2 4前

電気法規 (1) 4後 原子工学 2 4前

電波法規 (1) 4後 電気応用工学 2 4前

特別研究 必 4 音響工学 2 4前

真空電子工学2 2 4前

光電子デバイス工学 2 4前

光工学2 2 4前

知能型システム論 2 4後

＊アルゴリズム論 2 4後

＊人工知能1 2 4後

＊応用代数学 2 4後

電気法規 (2) 4後

電波法規 (2) 4後

特別研究 必 4 
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表4.7 エネルギ ー科学研究科における電気関連分野

専 攻 分野名（研究室） 教 官 備 考

エネルギ ー社会 エネルギ ー情報学
教 授：吉川榮和

・環境科学 （吉川（榮）研究室）
助教授：手塚哲央 電気電子工学科兼担

助 手：下田 宏

電磁エネルギ ー 学
教 授：近藤克己

（近藤研究室）
助教授：中村祐司 電気電子工学科兼担

助 手：別生 榮

エネルギ ー基礎科学
核融合エネルギ ー 制御

教 授：大引得弘
エネルギ ー科学研究科

（大引研究室）
助教授：水内 亨

助 手：長崎百伸
協力講座

局温プラズマ物性
教 授：佐野史道

エネルギ ー 科学研究科

（佐野研究室）
助教授：花谷 清

助 手：岡田浩之
協力講座

高度エネルギ ー 変換
教 授：井上信幸

エネルギ ー 科学研究科

（井上研究室）
助教授：山本 靖

助 手：神保光一

協力講座

エネルギ ー変換科学

高品位エネルギ ー 変換
教 授：吉川 潔

エネルギ ー科学研究科

（吉川（潔）研究室）
助教授：大西正視

助 手：増田 開
協力講座

エネルギ ー応用基礎学
教 授：野澤 博

（野澤研究室）
電気電子工学科兼担

エネルギ ー応用科学

プロセスエネルギ ー 学 教 授：塩津正博

（塩津研究室） 助教授：白井康之
電気電子工学科兼担

5. 情報学研究科の設立

コンピュ ー タや情報処理に関する学問は過去50年間に大きく成長して来たが，利用者の人間的側面を重

視し，各種の情報そのものの持つ性質 ・ 構造や，異った情報の間に存在する相互関連性を究明するという

立場からの研究は，これからであると言ってよい ． これまでの成果は「情報科学」と呼ばれているもので

あるが，これから確立すべき内容の学問は「情報学」と呼ばれるべきものである．

京都大学大学院情報学研究科は，このような立場から初めて作られた独立研究科であり，平成 10年度予

算成立に伴い平成 10年4 月 9 日に設立された ． この研究科は，心理学，認知科学，生体情報処理など個々

の人間における情報処理機構，文化・社会 ・ 経済など集団としての人間活動における情報機構の解明を始

めとして，これらの基礎となる情報システムのハ ー ドウェア ・ ソフトウェア技術，さらにはその数学的基

礎としての数理科学，複雑系科学などの分野をカバ ー する． 京都大学の各研究科で培って来た人材と研究

成果を結集して，21世紀社会を支える中心的な学問 ・ 技術を打ち立てることを設立の理念としている．

情報学研究科は，知能情報学，社会情報学，複雑系科学，数理工学，システム科学，通信情報システム

の6専攻よりなる． これらを構成する講座は，基幹講座 42分野に加え学内の協力講座 12分野，学外の連携

講座 5分野，外国人客員 1分野の計60分野であり，学生募集定員は修士 165, 博士74 である ． 各専攻では，

設立の背景を反映して幅広い分野にわたる講義や演習が開講される一方，研究科としての統一性を考慮し

て修士課程の専攻間共通科目や，博士課程の特別セミナ ーの相互受講などの制度が設けられている．

情報学研究科は，上述のように一対ーに対応する学部を持たない独立研究科であるため，基幹講座の教

56 





第4章 電気関連教室の現在

（前頁より続き）

専 攻（入学定員） 講 座 分 野 備 考

機械システム制御 基幹講座
ヒュ ー マンシステム論 ” 

人間機械共生系
共生システム論 ” 

システム科学
ヒューマン ・システム ・ インタラクション 連携講座(ATR)

（修士30名） システム構成論
適応システム論 基幹講座
数理システム論 ” 

（博士13名）
情報システム ” 

システム情報論 0画像情報システム ” 

0医用工学 // 

応用情報学 協力講座（大型計算機センタ ー）
論理回路 基幹講座

コンピュ ー タ工学 計算機ア ー キテクチャ ” 

計算機ソフトウェア ” 

0ディジタル通信 ” 

通信システム工学 0伝送メディア ’’ 

通信情報システム 0知的通信網 ” 

（修士35名） 0情報回路方式 ” 

（博士16名） 集積システム工学 0大規模集積回路 ” 

0超高速信号処理 ” 

宇宙電波工学
△宇宙電波工学 協力講座（超高層電波研究センター）
△数理電波工学 ” 

△ リモ ー トセンシング工学 ” 

地球電波工学
△地球大気計測 ” 

研究科の将来計画としては，独立した建物を建設してこれに移転する構想であるが，現時点では，全講

座が移転した工学研究科の上記4専攻に所属していた分野と宇治地区の分野については従来の建物を使用

し，これ以外の分野は工学部2号館（旧機械系教室）の一部を利用している ． 電気関連分野では，新設の集

積システム工学講座超高速信号処理分野のみが工学部2号館を使用し，これ以外の吉田地区基幹講座の各

分野は従来通り工学部3 号館（電気系教室）を使用する．

最後に電気関連の講座・分野について少し詳しく説明しておく ． 表 4.9 に，情報学研究科に所属し，電

気電子工学科を兼担する分野および電気関連協力講座の教官の一覧を示す（平成 10年4 月 9 日，研究科成立

時） ． これらの研究室の，研究科設立時における研究理念はつぎの通りである．

a 知能メディア講座言語メディア分野

人間の知的活動の最も確かな媒体である言語をコンピュ ー タにおいてもできるだけ人間に近い形で取り

扱えるようにすることをめざして， その技術と学問を確立するとともに，各種の応用システムを開発す

る ． 具体的には言語の構文解析，意味解析，文脈解析，文章の理解，文章の生成，辞書システムなどを研

究して，機械翻訳，文書処理システム等の各種応用システムを開発する．

b 知能メディア講座画像メディア分野

人間は，視覚を通して物事の様子や変化を認識・理解する優れた能力を持ってる ． これに匹敵する機能

を持った画像認識・理解システムを実現するためのハ ー ドウェア， ソフトウェアを教育・研究する ． 具体

的にはカメラやコンピュ ー タを搭載した移動ロボットをネットワ ー クで相互に結合した「分散協調視覚シ

ステム」を作り，複雑，多様で時々刻々と変化する現実世界の状況を実時間で認識・理解することをめ

ざす．
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e 通信システム工学講座ディジタル通信分野

移動体通信に見られるように，雑音や様々な干渉，ひずみなどが存在し極めて劣悪なワイヤレス通信路

を介して，高速高信頼度で，かつセキュリティにすぐれたマルチメディア情報伝送を行うための基礎的な

ディジタル通信技術について教育・研究する ． すなわち，究極的な周波数の有効利用をねらった符号化，

変復調技術，情報伝送システム，適応信号処理技術， ダイナミックチャネル割当て，情報セキュリティ技

術などを対象とする ．

f通信システム工学講座伝送メディア分野

21世紀のマルチメディア通信サー ビスでは従来の音声に加え，大容量のテキストデー タ，画像データを

超高速に伝送できる他，‘‘ いつでも"'"どこからからでも” アクセスできるユビキュタスネットワー クが

必要となる ． インタ ーネット等の地上網と携帯電話・PHS等のワイヤレス網との統合方式，あるいは低軌

道衛星網との統合方式などの各種通信方式を教育・研究する ． またそれらを支えるネットワ ー ク設計技

術，ネットワー ク制御技術，回線制御技術，デ ータ伝送技術，変復調・誤り訂正技術などの基礎技術も対

象とする ．

g 通信システム工学講座知的通信網分野

21 世紀の情報ネットワー クのあるべき姿を求めて，高速高帯城な基幹情報ネットワー クならびにアクセ

ス系ネットワ ー クの最適構成技術，マルチメディアネットワ ー クプロトコルや性能評価などについて教

育・研究する ．

h 集積システム工学講座情報回路方式分野

ますます多様化・高性能化が要求される応用向け専用 LSI(ASIC), ネットワー クサー バや）レ ータを含む

各種プロセッサにとって，その実現基盤としての情報回路のア ー キテクチャ／方式構成が重要である ． そ

こで，(1) 情報回路の超並列処理アー キテクチャ／方式構成技術，(2) その高位方式設計技術，の研究・開発

に取り組んでいる ． 具体的には，新しいプロセッサの高位論理合成CAD(PARTHENON)による高位論理

合成設計から，必要となるハ ー ド／ソフト協調設計技術の研究開発まで，実践的・実証的に進めている ．

i集積システム工学講座大規模集積回路分野

集積回路(LSI)は電子機器の高機能化，高性能化，低価格化を担うキ ー デバイスである. 1959年に数個

の素子の集合として誕生した集積回路は，今や数百万素子の集積化が可能になっている ． 急激な回路規模

の増大に伴い，どのように回路を構成すればよいか，どのように設計すればよいか，計算機による設計支

援や自動設計をどのように行うかが重要な課題である ． 具体的には，大規模化に適した LSIの回路構成方

法，短期間に高性能な大規模LSIを設計するための方法やCAD技術について教育・研究する ．

j 集積システム工学講座超高速信号処理分野

信号処理を行うとき，何を信号とし何を雑音や妨害とみなすかによって処理の方法は大きく異なる ． 最

適な処理法を構成するためには求める情報と与えられる信号の関係の完全なモデル化が必要である ． そこ

で，レー ダ ーに代表される各種電磁波計測や通信における信号の性質を研究し，多種・大量のデー タを用

いた推定の高速化と高精度化の手法を開発する ． 特に先験情報を活用して通常の処理法の限界を越える高

度な処理技術の実現をめざしている ．

K 宇宙電波工学講座宇宙電波工学分野

宇宙空間科学，宇宙開発に関する電波科学，電波工学，電子工学の教育・研究を行う． 宇宙太陽発電を

めざした宇宙基地用マイクロ波電力伝送システムの開発，大形電波暗室でのマイクロ波受電素子の開発，

宇宙空間プラズマ波動の科学衛星観測とデータ解析，計算機実験による波動現象，非線形物理，宇宙構造

60 





第4章 電気関連教室の現在

表4.10 修士課程講議科目（※は他専攻開講科目，＊は他研究科開講科目）

電気工学専攻 電子物性工学専攻
科 目 単位数 備考 科 目 単位数 備考

電気数学特論 2 電子装置特論 2 
応用システム理論 2 プラズマプロセス工学 2 
計算工学 2 プラズマ工学特論 2 
電磁気学特論 2 半導体工学特論 2 
超伝導工学 2 電子材料学特論 2 
電力輸送システム 2 分子エレクトロニクス 2 
放電工学特論 2 表面電子物性工学 2 
電気機器特論 2 光物性工学 2 
電気回路特論 2 量子論電子工学 2 
状態方程式論 2 光量子デバイス工学 2 
制御系設計理論 2 光通信工学特論 2 
電力系統工学特論 2 高機能薄膜工学 2 
応用カオス現象論 2 先端電気電子工学通論 2 
先端電気電子工学通論 2 ※電気数学特論 2 

※プラズマ工学特論 2 ※計算工学 2 
※電磁界計算機シミュレーション 2 ※電磁気学特論 2 
＊並列計算機構成論 2 ※超伝導工学 2 
＊ディジタル通信工学 2 ※電気回路特論 2 
＊情報ネットワ ーク 2 ※放電工学特論 2 
＊ディジタル信号処理論 2 ※LSIデバイス論 2 
＊宇宙電波工学 2 ※電磁界計算機シミュレーション 2 
＊伝送メディア工学特論 2 ※電子回路特論 2 

電気工学特別研修1 2 ＊集積回路工学特論 2 
電気工学特別研修2 2 電子物性工学特別研修1 2 
電気工学特別実験及演習1 3 必修 電子物性工学特別研修2 2 
電気工学特別実験及演習2 3 必修 電子物性工学特別実験及演習1 3 必修

電子物性工学特別実験及演習2 3 必修

深さが問われる ．
こ の結果をもとに判定会議で合否判定が下され，合格者に修士の学位が授与される．

2年間の修士課程を終えた学生，および社会人に対して，さらに3年間（ただし，研究の進捗状況に応じ

て期間短縮延長可）の博士後期課程が設けられている ． 社会人に対しては，特に現在の勤務先に在職した

まま，週に1回程度研究室に来て博士後期課程を修める社会人特別選抜の制度も設けられている ． こ の課

程を終え，学位論文を受理された者に対し博士（工学）の学位が授与される ． また博士後期課程を経ない

で論文審査並びに学力試問を合格した者に対して学位が授与される論文博士の制度もある ． 平成9年度，

電気系では 10名が博士後期課程を終えて研究指導認定を受け， そのうち 5名が博士（工学）の学位を授与

された ．

学位論文については，課程博士の場合は予備検討，論文博士の場合は内見の段階を経て，工学研究科の

専任教授または助教授3名による調査委員会が設立される ． その審査の上，公聴会を開いて内容を検討し，

適当と認められれば こ れを研究科会議で審議して合否を決定する ．

最後に，平成10年4月9日現在の工学研究科電気工学専攻および電子物性工学専攻の状況を表4.11に示

しておく ． 両専攻の分野はすべて電気電子工学科兼担になっている ． なお，前述のように，情報学研究科

の設置にあたって電子通信工学専攻光メディア工学分野を工学研究科に残すこととしたわけであるが，分

野の現状を考慮の結果，電子物性工学専攻撮子工学講座量子電磁工学分野として配置し，量子系の制御，
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